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ツベルクリン蛋白の抗原性に関する研究

奥山春枝太田明彦森川和雄

(北海道大学結核研究所病理部j

(昭和 36年6月1日受付)

結核員iω!主将反応にWIツベJレクリンが用いられること

は衆知のことであるが，その中の髭1']成分が，ヅベノレク

リン反応;を特徴づける遅延引反応をおこす活性因子であ

ることが認められ，実際に 1941"j;に Seibertは puri品目i

protein derivative (PPD)')と名づけた活性の高いツペ‘ノレ

クリン蛍白を精製し， この PPDは現在も実用に供され

ている。一方商体蛋lJの又はツベノレクリン蛍1"1'¥はJ感作

原性を持ソており，これらを抗原として沈降素を証明出

米ることが報告されている。しかしこのような活性を示

す蛍白成分は，更に化学的にも又生物学的にも異なるい

くつかの成分からなることが Seibertめの実験で明らか

となっている。

われわれは，ヅペルクリン蛋白から種々の精製法の組

合わせで多くの分両成分をえて，その各々について皮膚

反応原性，血清反jぶ原性特に沈1;予反応原性をしらベた。

1. ツベルクリン蛋自の ZoneElectrophoresis 

による分画

1. 実験材料及び実験方法

i ツベノレクリン蛋白 (TPt2， TPt 3) 

ツベルクリン蚕白はJ欠のようにして精製した。(なおわ

れわれの精製した蛍l討を TPtと名づけたのて、以下この

ように記す。〉とその地誌の lotによソて TPt2， TPt3と

記載する。)H 37 Rv人烈結核l岩の Sauton培地9週間的

信鴻液を非加熱のまま S巴itzi長過して[!i体を除去し，そ

れを 400C以下で fiashevaporatorを用いて:i'dlやかに

1/10量に濃縮した。 これを流水で一夜透析後50%三塩

化酷酸を加えて pH1.0として沈澱させ，この沈澱を pH

8.0で水に溶解し，遠心して沈溢を除いた。 この上清に

J守び 50%三塩化酪酸を加えて pH4.0とし，その遠心泌

澱物をpH8.0で溶解，この沈澱，溶解の操作を3回繰返

し，最後の溶液を一夜流水で透析後，凍結乾燥して保存

した。これを随時適当量溶解して用いた。

今回の実験に用いたTPt2及びTPt3の化学的組成は

次のようである。
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Hexoseは葡萄糖に換算した値

11. 分r~li電気泳動法

方法v:l:萩原4)が行なリたと同じ方法であるが，ただ支

持体として澱粉の代りに塩化ピニーJレTK1000 (信越化

学)を用いた。これは溶出液の〉陪量測定に際し，澱粉の泌

入による測定誤差を避けるためである。一回の泳動蛋出

量は240mgで， 4%の割合に緩衝液に終解し，その 6me

を用いた。緩衝液は veronal酷酸ソーダ緩衝液， pH8.6 

μ=0.045である o 30mA定電流で 16時間通電，初電圧

210 volt，終末電圧 170volt，氷庫内で泳動を行なった。

泳動完了後，支持体を 1cm鮮に切ソて 5meの生理的;食

塩水(生食水)の中でよく叫合，それを独過して治LlJ液を

えた。

各i容出液について蛍白量 (Biuret 法， 540mμ)，六災特~~f

量(Anthrone法， 6:よOmμ)，五氏給量(Orcin法， 660mμ) 

を測定したの。

iii. 血清反応

H37Rv加熱死底j30mgをAdjuvant(Drackeol， Arla. 

cel)と共に皮下注射して免疫した家兎の血清を分離して

抗体側として，各溶tl:li夜の各種血清反応における抗原)J

価を測定した。

沈降反応:抗原稀釈，抗血清稀釈を組合わせて，重層

法で行なった。

!惑作血球凝集反応:Middlebrook.Dubos法， Boyden 

法，及びこれに補体を加えた Middlebrook1存血反応を

行なった。方法は小野，高橋6)の記載に準じたが，血球

感作の条件は，溶出液の蛋白量0.3mgで，0.025meの血

球を感作した。

IV. 皮膚反応

各溶出液の蛋白濃度を 10r/O.l meに稀釈し，その 0.1

meを， H 37 Rv死菌免疫兎背部皮内に注射して， 24，48 

時間後発赤の大きさ，浮腫の強さを測定した。
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V. 免没会電気泳動j去

方法は Scheidegger8)の微量法に準じて行なったO

Veronal酷酸ソーダ (pH8.6，μ=0.0吐5)を緩衝液とし，

組織学的検索用スライドを3YIJ 2段にして， 20mA， 135 

volt 3時開通電した。泳動完了後直ちに抗血清を中央の

;誌に流し込んで密閉した硝子容器中に入れて観察した。
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2.成績

1. 分l由l電気泳動

TPt2の電気泳動図を，縦軸に蛍['31量，糖量をとって

拙くと図1のようである。図にみられるように，蛋白量

山線をみると，大半は陽極側に移動する 1つの peakを

作っていて，陰極側には僅かの量がみられるにすぎな

一一蛋白

一ー-J'，炭時

五売 't，~
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図1. TPt 2の分画電気泳動曲線

い。これに反し， hexoseは3つの peakを作り，その最

大のものは蛋下Jpeakより僅かに低易動度側に偏よって

いる。 pentose曲線は2つの peakを作り， これらは

hexoseの高易動度側の 2つの peakと・致している。又

その最大のものは hexoseと同様に最も高い易動度を

持っている。これらの椴曲線はヅベノレクリンの lotによ

り必ずしも同じではないが，この主peakと蛍臼 peakと

の位置的関係は全く同じであソた。しかし量的には蛍臼

に比し，糖量はごく微量に混じているにすぎない。

ll. 血清反応

各種血清反応における抗原活性は図2，凶3に示した。

先ず Boyden反応についてみると，その最高値は Tube

No.11~14 で，蛋ドJ peak の1O~12，糖 peak の 13~16

であることから， T度この中聞に位置している o これに
反し Middlebrook-Du bos反応では TubeNo. 1O~22 

に広く認められるがその値は低く，最高値は TubeNo. 

18~20 で蛋白量の少なくなった所に相当する。この傾向

は Middlebrook治血反応;においても同じであって，こ

れら両者の抗原性は糖 peakに一致していることが認め

られる。 YA.:降反応抗原活性についてみると，抗原稀釈に

よる抗原価と，抗血清稀釈による抗体価とは一致してい

ない。先ず抗原価をみると， Tube No.13， 14が最高値

で蛍日及び粕 peakの中聞に相当している。一方抗体価

は， Tube No.14~24 の広い範箇にわたり最高値を示し

ている。日IJち蛍白量が少量しか認められない幽ー分でも高

い抗体価がえられている。

lll. 皮膚反応

皮膚反応抗原活性は，凶4にみるように，その強さは

蛍白曲線と全く平行して認められる。従って前述の各種

血清反応の抗原性と皮膚反応抗原性の高い画分の分布が

明らかに異なることが認められた。

1V. 免疫電気泳動

図5にみるように，蛋白成分は塩化ピニーJレ支持体を

用いた zoneelectrophoresisと同様に陽極側に移動して
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任一屯 Boyden反応、

今回目込 Middlebrook'Dubos反応
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精霊白
石nlmg% 
320 

300 

280 

260 

fす

'l5 
1280 

640 

320 

160 

80 
40 

20 

0 

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 2.6 28 30 32 34 36 38 40 
(+) t (-) 

図2.Boyden， Middlebrook心ubos凝集反応及び Middlebrook溶血反応抗原活性の分布
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図4. 皮膚反応抗原活性の分布

図5. 免疫電気泳動図

おり，これに抗血清を作用させて作られした沈下f線;土，蛍

白成分の大部分が認められる位置より明らかに陰極側iこ

偏よってみられる。即ち育?述の沈降反応の結果と全く同

じnx:演であノた。
3 小括

TPt2を電気泳動的;こ分画ーして， 陽極側に移動する 1

つの蛋白 peakと， それよりやや低い易動度をもっ主

peakの他に陰極側に移動する2つの peakを示す hexose

及び 1つの peakを示す p巴ntoseの peakがえられた。

これらの分間i成分による感作血球凝集反応の抗原活性は

Boyden反応では蛋白 peakに， Middlebrook-Dubos反

応及び Middlebrook溶血反応では特の主peakに一致し

て高くみられた。 沈降反応では， 抗原価では蛋ドIpeak 

及び精 peakの中聞に，抗体価は階の主 peakに一致し

て高値がえられた。 方皮膚反応抗原性の強さは蛋EJ量

に平行してみられた。免疫電気泳動では，その沈降線の

位置は，沈降反応抗体価の成績と同様に蛋白 peakより

も低易動度側に認められた。

1I. ツベルクリン蛋自のイオン交換体による分画

1. 実験材料及び実験方法

1. ツベルクリン蛋白 (TPt3)分幽成分

(1) 1の項で述べたと同様の方法で精製した TPt3の

375.4 mgを分画電気泳動を行なソて，蛋白の大部分と主

peakを含む TubeNo. 10-24の画分を材料とした。 尚

TPt3の精i曲線は TPt2とはやや異なり，陰極側に移動
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図6. TPt3の分画電気泳動曲線

する peakがは 7 きりしないが， その主 peakと蛋白

peakとの位置的関係は同じであノた。 この部分からえ

た総蛋白量は 147.71mgである c

(2) ~lti]日の分両で得た成分の一部を.æ:にイオン交換

体で重ねて分画iを行なったc

11. イオン交換体による ColumnChromatography 

(1) Column Chrumatography (1) 

Culumnは DEAE-cellulos巴 (0.8meqjg) 2x30じmで

ある O 前述の zoneelectrophoresis分画l成分液(蛍日量

147.71 mg)を0.005M NaH2PO，. pH 6.8にて一夜透析

し，これを 20mtjhrの割合で流し出しながら試料をωー

lumnに流し込み，そのあと次の展開液をjllfi次用いた。

尚各展開液量は一定でなく 150~450 meである。

展開液

1. 0刈)5M NaH2PO， pH 6.8 

11. 0.02 M 

IlI. 0.1 M 

1V. " 

¥T. " 

5.9 

4.5 

+O.05M NaCl 

十O.lM

+0.2M 

+0.3M 

VI. 

V1I. 

VIlI. 1 N NaOH 

1X. 1 N HCl 

各分画成分の pHを中性に調整して，蛋白量(Cu・Fulin

法， 750mμ)，精量 (Anthrone法， 620mμ)を測定し，

4.2 

塩濃度が非常に高いものは生食水で透析後で述べた

と同様の方法で沈降反応抗原性(分両日比分稀釈， 抗J]J11出

稀釈)をしらべ，更に各I町分の peakの部分をとーノてー夜

流水，更に一夜生食7](で透析後，士長(1量 10rjO.2 mtに稀

釈して，結核兎における皮膚反応抗原性を 6~72 時間の

時間的経過を追ってしらべた。

(2) Column Chromatography (II) 

(1)の columnchromatographyで分画した成分のう

ち，最も多量に溶出した 1NNaOH i割分(蛋白量28.06

mg)を， DEAE-celluluse 1 x 30 cmωlumnで更に分闘

した。展開液流出速度は20mejhrで(1)と同じである。

使用展開液は次の通りである O

展開液

1. 0.005 M NaH2PO， pH 7.0 
11. 0.2 M NaOH 

Il1. 0.4 M 

1V. 0.7M 

V. l.OM  

V1. 1.0M  HCl 

各分i薗成分は(1)と同様に pHの調整及び生食水で透

析後，蛋白量，糖量を測定し，更に沈降反応抗原性を求

め，蛋白量を 5rjO.2meに稀釈して皮膚反応抗原性をし

らべた。

lll. 抗血清による沈降反応抗原の吸以試験

(2)のcolumnchromatographyによりえたpeak9に，
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最適比の2倍量の抗血清又は対照として正常血清を加え 2. 成 績

2時間3TCにおいて時々振滋後，一夜氷室においた後 i. Column Chromatography (1) 

遠心して沈降物を除き，その上清を lOrl0.1meになるよ 電気泳動分画によって得られた画分中，血清反応及び

うに生食水で稀釈して，前述の皮同反応法と同様にして 皮膚反応抗原性を示す部分を， イオン交換体 DEAE一

皮膚反応抗原性をしらべた。 じelluloseで分回した成績を図7に示した。 先ず長白量

iv. 超遠心 曲線をみると 8つの peakがみられる。このうち主なも

前述の (1) 及び(~)の column chromatographyでえた のに P1~P7 と名付けた。 1M NaOHで溶出したP6

各 peakの商分を濃縮して， Spinco Type Eを用いて超 が最も高い蛋白量を示し，又この peakから P7にかけ

遠心(約23，000g)を行ない，各々の沈降恒数を計算した。 た所にのみ糖が測定され， その他の P1~P5 には An-

尚syntheticboundary cellを使用した。 throne法で検出しうる糖の存在がみとめられなかった。
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展開液

111 

1. 0.005 M NaH2PO. pH6.8 V1. 0.1 M NaH2PO. 十0.2M NaClpH4.5 
II. 0.02孔f 5.9 V11. 十0.3M " 4目2
IlI. 0.1乱f 4.5 VlI1. 1 N NaOH 
1V. +0.05M NaCl " IX. 1 N HCl 

V. 十0.1M 

a) 沈降反応抗原性

各回分の沈降反応抗原性をみると，抗原価は，大部分

の画分で 10倍稀釈陰性で，ただ蛋白量の多いP6の部分

で 10倍稀釈陽性であった。抗体価は，蛋白量とは全く

関係なく， P2， P3の国i分においてこの血清反応に使用

された抗血清と，精製したTPt3(分画前)との聞で示さ

れる抗体価の最高値が示され，分画が進むにつれ価が低

くなッている。特に P6のように蚕白量の多い所の抗体

価は，この抗血清の抗体価の最高値まで達していない。

又帖の証明された両分では抗体価が低いか或いは陰性で

あった。

b) 皮膚反応抗原性

1. 各peakで反応がみられたが， P6が最も強い反応

を示した。時間的経過をみると， P 1， P7を除き他はみ

な 48~72 時間値の高い定型的な遅延型の反応を示した。

特に P6は48時間と 72時間の反応が同程度に非常に強
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く現われた。 P1の反応は6時間と 48時間の反応が同程 ii. Column Chromatography (II) 

度であって，即時型の反応因子が非常に多く含まれてい 以上の画分中，図に示したように糖成分及び蛋白成分

ると思われる。即ち，全体の peakを通じてみると，分 の多い P6の部分を DEAE-celluloseで再分画を試み

函が進むにつれて強い遅延型の反応が現われている。但 た成績を図9に示した。 この蛋白量曲線をみると， 0.2 

し糖の含量の高い画分では逆に反応が弱くなヮているの MNaOHによって殆んどの蛋白が溶出されている。 こ

が認められる。 れらのうち主な peakをP8-P10と名付けた。糖は全

体に少量宛認められるが，特に P10に多量に証明され

図8.1.DEAE-cellulos巴分画成分による皮膚反応
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図11. Column Chromatographyの分画成分の超遠心像 (23，000g) 



た。 P9の画分は蛋白量に比し糖量は非常に少ない。

a) 沈降反応抗原性

先ず抗原価をみると， 10倍稀釈陽性を示す画分はみら

れなかノた。抗体価では，初めの分画成分で高く， P9 

の後半及び PlOでは低い。 なお，分画前の材料では抗

体価32倍稀釈陽性であったが，分画後は最高 16倍稀釈

陽性であった。

b) 皮膚反応抗原性

P9の商分にのみ定型的な遅延型の反応がみられ， P8 

は即時型の傾向強く，分画の進んだ後の画分では即時型

の反応でしかも弱く，特に PlOでは沈降反応抗原性がみ

とめられたのに反し，皮膚反応抗原性は異物反応と思わ

れる程度のものが見られるにすぎなかった。

iii. 沈降反応抗原活性成分吸収画分による皮膚反応

P9の沈降反応原吸収後の画分による皮膚反応の成績

は図 10に示した。 免疫血清で吸収した場合は対照に1:(

し明らかに反応が弱くな Jているが，まだかなり強い反

応が示され，又反応の時間的経過は全く対照と平行して

推移することが認められた。

iv. 超遠心的分析

前述の画分中 P1，P2， P3， P4， P5， P7，P9， PlOを

セロファンバッグに入れて扇風機で風を当てて濃縮し，

生食水で透析後超遠心を行なった。各超遠心 patternを

写真で示した。 ここにみられるように，各 peakの pa・

tternは殆んど同じであるが， P9のみがやや先の尖った

peakを示した。各々の沈降恒数は次のようである。

S20，W=  P 1 0.6xlO-3 

P2 0.9 

P3 0.8 

P4 0.7 

P5 0.9 

P7 。7
P9 1.9 

P10 0.8 

3. 小 括
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膚反応原性と沈降反応原性の強さは平行していない。文

糖の含量とは全く関係がみとめられなかった。各画分の

超遠心像は殆んど同じであるが，沈降恒数では，蛋白量

の最も多い画分にだけ特に高い値がえられた。

総括及び考按

ツベノレクリン蛋白(以下「ツ」蛋白)が，皮膚反応原性

及び血清反応原性を持っていることは緒言に述べたが，

単一な蛋白成分から成立つていないことは Seib巴rt3)の

詳細な研究以来明らかなことである。彼女のアルコーノレ

及び酷酸を用いた分画法によると， A， B， Cの3穫の蛋

白が分けられ，これらはそれぞれ化学的，電気泳動的，

生物学的性状が異なることが報告さわしている。今回われ

われが最初の分画材料としてえたものは，三塩化酷酸を

用いて pH4.0で沈澱させてえた「ツ」蛋白で， Seibert 

の分離した proteinCに相当するものである。勿論各材

料によすて化学的に全く同じ組成であるということは不

可能で，われわれの TPt2とTPt3でも N 量及び P量

に僅かの差がみられているが， Seibertの分画蛋白の多

糖体含有量と我々の材料を比較すると，我々の方が遥か

に少ないが， A， B， C蛋白の中では C蛋白が最も近似

な値を示している。

さて，われわれのこの TPtには，化学的組成にみら

れるように2%の糖の含有がある。細菌の多糖体成分が

沈降反応原として強い活性をもコていることは，肺炎菌

多糖類 SSS9)でよく知られている事実であるが，この混

入している糖が Iツ」蛋白の皮膚反応原性及び血清反

応原性と関係あるかどうかということは興味のある問題

で， これを解明するために TPtを更に電気泳動及びイ

オン交換体による columnchromatographyを利用して

分画を進めたのである。

先ず電気泳動的実験の成績からみると， TPt2は蛋白

としては 1つの peakを示している。 しかしその糖含量

が蛋白量と平行していないことから，全部が単一な蛋白

から成立つているとは考えられない。この糖が糖蛋白の

Zone electrophoresis分画成分中，各種反応にあずか 形で存在するのか，或いは freeの形で存在するのかは

る商分を， イオン交換体 DEAE-celluloseを用いて， 証明できなかヮたが，少なくとも陽極側に移動した糖は

column chromatographyで更に分画して 10の主な画分 恐らくは糖蛋自の形で存在するのであろうと想像され

をえた。そのうち糖を証明することの出来ない5つの爾 る。この電気泳動的分画成分と，血清反応抗原性の活性

分をうることが出来た。各分画成分を抗原とする沈降反 を示す分布をみると，蛋白 peakと完全に一致している

応抗体価は，分画の初めに高値がえられており，蛋白量 と認められるものは，われわれのみた反応範囲内では見

とは平行していない。又皮膚反応抗原性は，蛋白量の最 当らない。 Boyden反応抗原性が蛋白 peakに一番密接

も多い画分で最強の定型的な遅延型の反応がみられたが な関係をもち， Middlebrook-Dubos凝集反応， Middle-

その他の画分でも定型的遅延型反応を示した。ただ分間 brook溶血反応は糖含量と関係あると思われる。今迄の

の初めの方では即時型の傾向の強い反応がみられた。皮 報告で， Boyden反応は蛋白がタンニン酸処理した血球
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に吸着されて抗原として作用するといわれ10¥ Middle- 又は抗原i活性の強さが2倍であっても，反応の強さが2

brook反応は多精体が抗原となるといわれているが11)・ 倍にはならない。従リて反応の低い画分と高い画分の抗

13\ われわれの~irJf~ も IロJlノ成総なえたと忠われる o L，J' 原活性の差は，凶にみられるよりもっと大きいと忠われ

し，これらの縦朱反応は仙の山治以応と呉伝り，あらか る。この点は，反応出況の最少量を測定することによっ

じめ血球を抗原で感作し，こω感作血球を抗原として反 て証明できるであろう。

応をみるという段階があるので，血球感作の至適抗原濃 第2の蛋白分画方法として DEAE-Celluloseを用い

度の問題があり，この感作程度が抗体価にまで影響を与 て columnchromatographyを行なったが， DEAE-

えることから，単純に抗原活性の強さを抗体価から判定 cellulose は最近よく蛋白の分画に用いられるようにな

できない。今回は詳細な検討をしなかノたのでこれ以上 ってきた同・同。山村1町等は結核菌体蛋白をペプタイド

の考察はさけたいe 沈降反応についてみると，その抗原 にまで分解して， これを DEAE-celluloseで分画して

活性は明らかに蛋白 peakより低易動度側に偏よってお いるが，これでえた4つの画分にはがJれも高い「ヅ」活

り，蛋白よりむしろ糖と関係あることを思わせる。しか 性が認められたと報告している。われわれは，化学的な

しここで注意しなければならないことは，われわれが実 分解をせずに，電気泳動的に分画した 1つの peakだけ

験手技として用いた重層法による沈降反応では，単一の をと》て， 蛋白分子のままの形で DEAE-celluloseで

成分が抗原となっている場合には，抗体価は抗原物質の 分画したのであるが， 2段階の方法では約12の分画がえ

量に関係するのではなく，目で判定しうる反応を惹起す られたが，その主なもの 10だけについてみた成績では，

る最少の抗原量さえあれば，すべて同じ抗体価を示ずは 何れも沈降反応抗原性と皮膚反応抗原性を認めることが

ずである。従ソて糖の含有量や蚕白の含有量とv;PIこ行し できた。 しかし，その各 peakの反応抗原性は必ずしも

た値がえられないのが当然であノて，この成績だけから 同一ではない。重要なことは，糖を測定することのでき

蛋白叉は糖何れか一方と.沈降反応抗原性ω関連性を結 なかッた蛋白だけの繭分でも高い沈降反応抗原性及び強

諭することはでさない。特に前述したように，肺炎球菌 い皮膚反応がえられたことで，糖の証明された部分は両

多精体は沈降反応抗原として優秀であるといわれており 者共むしろ弱い反応であヮた事である。即ち蛋白成分そ

又結核菌多糖体1叫こついても抗原性が高いことが報告さ のものが，結核動物においては沈降反応抗原として高い

れているが，それは抗原稀釈による抗原価であリて，抗 抗体価を証明する抗原性を持っており，更に血清抗体と

血清稀釈による抗体価に関しては必ずしも高くはない。 して多糖体に対するよりも，蛋白に対して多量の抗体が

われわれの報告にみられるように，死商免疫兎に対する 作られていることを示すものと考えられる。又，分画の

沈降反応において，同じツベルクリン lotから分画した 初めに沈降反応抗原活性の高いものが現われて，皮膚反

蛋白，多糖体に対する抗体価をみると，蛋白抗原が最も 応抗原活性は，塩濃度の高い展開液にな 7 てから溶出し

高い抗体価を示し，多俗体はそれより低く，しかも多糖 て来て，しかも蛋白濃度の最も高い画分に強くみられて

体画分中では蛋白含量の多い程高いという結果がえられ おり，従ソて両反応における抗原活性の強さが平行して

ている1的。このことから，高い抗体価を示す画分が低易 いない。このことは，両反応の抗原成分が完全に同一な

動度側に偏よソていても，蛋白と糖が混入している以上 ものではないことを示していると思われる。しかし，沈

どちらの成分に対する抗体価を示しているのか判明しな 降反応、抗原性を吸収した画分による皮漕反応実験で，対

い。抗原価については，最高1000倍稀釈陽性であり，こ 照に比し反応の低下がみられたことは，沈降素に結合し

の陽性範囲内の蛋白含量又は糖含量の簡の差が 100倍も た抗原成分の中に，皮膚反応を惹起する成分も合まれて

ない。以上から少なくとも 4つ以上の異なる抗原成分が いることを示すと考えられる。しかし結核血清内にも少

合まれているであろうと推定される。これらを更に分画 歪ながら皮膚反応性抗体が含まれているのことから，そ

するのには電気泳動法のみでは不可能と思われ，イオン の作用による可能性もある。何れにしても，沈降反応抗

交換体の利用を計画したωである。 原と異なる蛋白成分が皮膚反応、抗原性を現わしているこ

一方，電気泳動的分画成分による皮膚反応の強さは， とを証明するものであろう。更に個々の皮膚反応の型式

全く蛋白量と平行していると



れているということは興味がある。最後に沈降恒数につ

いてみると，各 peakの値11.P 9を除いて大体近い偵を

示している O とlJ払学的性状のj主いを， ì:t l~f恒数の ，fl~から

導き出すことは[剥難である。ただ P9だけが他に比較し

て非常に大きいということは，この最も多い蛋白画分の

中の大部分は，沈降恒数の大きい，しかも沈降反応又は

皮屑反応とは直接関係のない蛋白成分，恐らくは変性蛋

白成分からなるのであろうと考えられる。

以上の成績から，蛋白成分が， ["ツ」反応及び沈降反

応の抗原性をもソていることを証明した。 l可反応の抗原

成分が，全く別個の蛋白成分からなるかどうかは現在の

所結論出来ないが，或程度の分離は可能であった。又

「ツj反応の特徴である遅延型反応の他に即時型反応を

示す抗原成分が認められた。 EPち化学的操作でえた精製

「ツ」蛋白を，物Jm的行;作の組合わせで更に生物学的活

性の程度の異なるいくつかの間分に分けることができる

ことを証明した。

結論

l. 三塩化酷酸沈澱によりえた「ツ」蛋白を，電気泳

動， DEAE-celluloseによる columnchromatography 

で更に分画し，各分画成分について血清反応抗原性，皮

膚反応抗原性，沈降恒数の測定を行なソた。

2 沈降反応及び皮膚反応抗原性11.，糖を含まない蛋

白成分に強くみとめられた。しかし而反応の強さは平行

しない。

3. 沈降反応抗原性を吸収したあとでも，皮膚反応抗

原性は残ソていた。

4. 遅延型反応をおこす抗原成分の他に，即時型反応

をおこす抗原成分が分離された。

5. 分j@成分の大半は近似の沈降恒数を示したが，蛋

白量の多い 1つの画分だけが他に比し，大きな債を示し

た。これは，かなりの変性蛋白成分が「ツ」蛋自の中に

合まれていることを示すものと考える。
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